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　77°・・von meinem dreizehnten Jahr　an war mir das eine klar, daB　ich entweder ein
Dichter oder gar nichts werden wolleダ（IV S.471.)という一文はHermann Hesse　が既に早
くから詩人（作家）になることを願っていたことを示すものとしてしばしば引用される文章であ
る。この文章が含まれている≪KuzgefaBter Lebenslauf≫は1924年に書かれたものであるから，
1877年生れのHesseは既に47才，27才にして≪Peter Camenzind≫により一躍文名を挙げ，
≪Unterm Ｒａｄ≫　等初期の諸作品によって人気作家の地位と名声を得ていることは言うに及ば
ず，第一次大戦後の問題作≪Demian≫や- <Weg nach ｌｎｎｅｎ＞に含まれる中期の諸作品，
≪Kinderseele≫，≪Klein und Wagner≫，≪Klingsors letzter Sommer≫，≪Siddhartha≫
も世に問うて，作家としていわば功成り名遂げている。作家が自己或は自作について述べている言
葉はそれなりの注意を払って読まれねばならないか，この一文も，座骨神経痛やリューマチなどに
悩まされるようになった，やがて晩年を迎えようとしている中年男が，自分の歩んで来た道をふり
かえり，整理しなおして，いねば文学的にこのように表現したものであることに注意せねばなるま
い。すると，わずか13才の少年が詩人になることを願うという事柄の異様さよりもむしろ，47才の
Hesseが「詩人になる」という言葉で表現したところの，13才の少年Hesseの願望及びその背後
に当然存在していたはずの表現及至創造への衝動の実質は一体何であったのかという疑問か起って
来，更に，そういったものか後年の詩人　Hesseを生みだしたのだとするならば，それは彼の作品
創造の上｡にどのように反映し，或は実現されたかという問題が浮彫りにされてくるのである。
　この問題に関して筆者は，数年前公にした「ガラス玉遊戯」論に於て，「わがまま」CEigensinn)
及び「魔術への願い」(Zauberwunsch)という二つの言葉によって或程度明らかにしたつもりで
あるが，その際「結社」(der Ｂｕnd）のモチーフという観点からのみしか取り扱い得なかった『東
方巡礼』（≪Die Morgenlandfahrt≫）について別の角度から再考を加え, Hesse　の詩人気質の問
題性の解明を一歩おし進めようというのが，この小論の意図するところである。
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　1919年に書かれた≪Variationen iiber ein Thema von Wilhe］m Schafer≫という文章の中で
Hesseは，先輩の作家であるWilhelm Schafer が詩人の任務について述べた言葉。Sache des
Dichters ist es nicht, das Einfache bedeutend, sondern das Bedeutende einfach zu sagen.“
（VH S.189)を引き合いに出して，詩人の仕事は気まぐれな些細なことを意味深く見えるように言
い表わずことではなくて，本当に重要なことを選んでそれを出来るだけ単純に言うことである，
というSchaferの立言の主旨は認めながらも，この蔵言ではbedeutendという言葉が前半と後
半七等価記使われていないので不調和かおり，自分としてはむしろbedeutend　と　einfachを入
れかえて。Sache des Dichters ist es nicht> das Bedeutende einfach, sondern das Einfache
　54　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　　第18巻　　人文科学　　第４号
bedeutend zu sagen.“（vn S. 190.)とした方がより真実を表現しているように思われる，と述
べている。そして自分の立言の意味を次のように解説している。’
　　｡Sache des Dichters ist es nicht, dariiber zu entscheiden, ob dies und jenes bedeutend
und wichtig sei) seine Sache ist es nicht, gewissermaBen als Vormund fiir　den spateren
Leser eine Auswahl aus dem Wirrwarr der Welt zu treffen und ihm nur das Wertvolle,
wirklich Wichtige mitzuteilen. Nein, im Gegenteil ! Sache des Dichters ist es gerade･in
jeder Kleinigkeit) in jedem Nichts das Ewige und Ungeheure zu wissen und diesen Schatz,
dies Wissen, daB Gott iiberallund in iedem Dir!ge ist, immer wieder zu　erSffnen und
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lmitzuteilen.“（ⅦS. 191.)
　あらゆる些細なこと，取るに足りないことのなかに永遠なる大いなる意味を知り，神はいたると
ころに，そしてあらゆる事物の中に存するというこの知，　この宝を繰り返し解明し伝えることこそ
詩人のなすべきことだ，というこの考え方からHesseはHebbelとかIbsen等のいわゆる問題
作家の深刻ぶったしかつめらしさに対してEichendorfやStifter等の小型の牧歌的詩人の魅力を
述べ，既知の世界を恨れた眼で見ず，そこに新しい深い意味を発見しようとする心の持ち方と，意
味なきものの意味について語ることの重要さを強調しているのだが，この文章に示されるような考
え方をHesseは自らの創作活勁に於てどのように具体化していったのであろうか。しばしば指摘
される彼の作品の自伝的性質はこの考え方と如何なる関係にあるのだろうか。
　Hesseの敞文作品は大ざっぱに，自己の体験やその感想を直接表現したと思われる≪Wanderung≫
や≪Kurgast≫，≪Nijrnbergerreise≫等の随筆，紀行文的なものと，一応Fiktionｲﾋされている
Roman　とかErzahlung　と呼ばれる作品とに大別でき,‘後者は更に（ａ）彼の体験，特に幼少年
時代の想い出を素材にした自伝的性格の濃いものｰ-≪Hermann Lauscher≫の中の。Meine
Kindheit“ ，≪Unterm Ｒａｄ≫，≪Kinderseele≫或は＜Ｄｉｅsseils＞に含まれる諸小品等-
と（ｂ）編集者とか出版者，或はにせのペンネーム等の仮面をかぶうて自己を表白している作品
-一一≪Hermann Lauscher≫，≪Demian≫，≪Steppenwolf≫等-それに（ｃ）いわゆる普通
の小説の体裁をととのえた作品一一≪Peter　Camenzind≫，＜Ｇｅｒtｒｕd≫，≪Siddhartha≫，
≪NarziS und Goldmund≫等-りこ分類できるが, (a)や（ｂ）に属する作品ばかりでなく
　（ｃ）に属する作品でも，主人公は作者Hesse　の似姿や分身である場合が多く，物語はいわば内
面的自叙伝を成している。このように彼の作品はどれをと｡つてみても彼自身のことを扱い，彼自身
の道，彼の秘かな夢と願望，彼自身の困苦を反映しており，彼自身も≪Vorrede eines Dichters
2U seinen ausgewahlten Werken≫という自作展望の一文でそれを認めている（ⅦS. 253.)。
　このようにHesseが自己を語ることに固執するのは，彼が一切の格威を否定して，彼自身の中
にあって彼に生きよと命じ彼の生長を助ける生命の呼び声に従って自己実現を目指すEigensinnの
人であって，その苦難に満ちた道の途上にある自己を解き明かすことこそ自分に課せられた使命で
あると自覚しているからである。彼の出世作≪Peter Camenzind≫が教養小説であることは，こ
のことを象徴的に実証していると云えよう。「｡いかに人生を生きるべきか？“という実際的な疑問
に対する哲学的な解答を求めることを主眼とする作家にとって，教養小説は特に便利な媒体なので
ある」という『アウトサイダー』の著者C. Wilsonの評価は確かにー･面の真理であり，我々は彼
と共に　目皮(Hesse)はｊつれわれの人生をいかにすべきか？“　の問題探求のために小説を利用し
た小説家」であると云ってさしつかえない。しかしこれはHesseが小説を人生の実験室として利
用したという意味ではなく(Wilsonはそう云いたげな口振りであるか），「いわゆる現実」との出
会いに於て絶えずおびやかされる自己の存在に深く思いを至し，そこにひきおこされる魂の不安に
きわめて敏感なHesse　にあっては，そのような苦難の克服こそが課題であったので，彼は小説を
書くことを通じて，自己に苦難をもたらした体験の原時点にたち戻り，様々な角度から照明をあて
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てその状況を生き生きと再現し，その真の意味を探り，そこに苦難を克服すべき手がかりをつかも
うとするのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ
　『東方巡礼』はHesse晩年の最後の大作rガラス玉遊戯』（≪Das Glasperlenspiel≫）と同じく1931
年に書き始められ, 1932年に出版された作品である。量的にはあまり長くはなく(Suhrkampf社
から出ている７巻本の全集で約70頁程で，これは『ガラス玉遊戯』のほｙ９分の１，他の長篇と較
べても約２分の１から３分の１の長さでしかない），一つの物語(Eine Erzahlung)と副題されて
はいるか，非現実的，夢幻的な雰囲気につつまれた手記(Aufzeichnung)とも童話(Mairchen)
ともつかない一種無定形な作品で，独立した芸術作品としての完成度も高くはない。このような作
品が重視されるのは，一つには『ガラス玉遊戯』がこの作品に語られる「東方巡礼者達」に捧げら
れているからであり，又一つには，そのことから当然予想されるように，この作品には「ガラス玉
遊戯」に通ずるある一つの理念が語られており，それをHesseが重視しているからである。
　1935年11月19日のある読者に宛てた手紙（vn S. 595 f. ）によると，『東方巡礼』とそれ以前の
諸作品との開にHesseは自らの創作態度の相違を認めているようである。自分は告白(Bekennen)
という疑問の多い道を歩んできており，『東方巡礼』に至る迄の大部分の作品に於ては，自分のも
つ弱点や困難についてより多く証言してきた。一方そのような弱点にもかかわらず自分に生きるこ
とを可能にし強めてくれた信念についても語ってきたつもりで，独断的に公式化されたものではな
いが･〈Knulp≫や≪Siddhartha≫などにも読みとって貰えるだろうし，又たとえば≪Der
Steppenwolf≫でHallerだけではなく　Mozertや不滅の人々(die Unsterblihe)をも扱ってい
るのはその例である。しかしながら，この信念を詩的に形成しようと試みた最初の作品は『東方巡
礼』であり，直接詩に作ったものはInsel出版社の亡|分の小詩集の終りにのっている同名の詩であ
る。と述べた後。Vielleicht wird von der ≪Morgenlandfathrt≫an mein Zeugnis allmahlich
positiver.　Aber auch wenn es dazu nie kommen solltC) wiirde ich mich und　mein　Leben
zwar als gefahrdet, als krank, als　unvorbildlich, aber　durchaus　als　positiv　und　glaubig
empfindenプ（ⅦS. 596.)と結んでいる。ここに述べられている「東方巡礼」にはじめて詩的に形
成しようと試みた信念とは，生の多彩な戯れの背後に深い意義を認め，それに対して敬虔であるも
のは共に同志の集りを作り，協同して「来るべき精神政治の国」(das Reieh einer kommenden
Psychokratie)への突進を行うものであるという信念のことで，「東方巡礼」ではそういう「敬虔
な魂」（Ａｎｉｍａ pia)を待った人々の超時代的，超空間的，超現実的な精神的協同体，「結社」
(der Ｂｕnd）の可能性と，それへの参加の仕方の問題が追求されているわけだが，そのような精神
的協同体が既に存在するものとして，そしてそれへの参加が実現されたものとして椙:かれている
　「ガラス玉遊戯」に於ても同じ信念が表白されていることに変りはない。
　このような信念の表白がなされねばならなかった背景には，これに先だつ八年前1924年に
≪KurzgefaSter Lebenslauf≫の中でJean Paul にならった推測伝記(Konjektralbiographie)
の部分で｡Jetzt aber hatte bei mir jene Lebensperiode begonnen. wo es keinen Sinn mehr
hat, eine fertige und mehr als genug differenzierte Personlichkeit immer weiter auszubauen
und zu differenzieren, wo statt dessen die Aufgabe sich meldet, das　werte Ich wieder　in
der χA^'eltuntergehen zu lassen und sich, angesichts der Verganglichkeit, den ewigen und
auBerzeitlichen Ordnungen einzureihenダ(IV S. 485.)と書いたそのような時期にHesseが速
していた事実も考慮されねばならないが，更に重要なことは当時のHesseをとりまいていた現実，
ナチスによる世界の毒化である。 1955年１月『ガラス玉遊戯』を読んだ感想を寄せてきた熱烈な人
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文主義的作家Rudolf Panwitz に宛てた手紙の中でHesseは当,時の事情を次の様に回顧している｡
　｡Es kam mit den Reden Hitlers und seiner Minister, mit ihren Zeitungen und Broschuren
etwas wie Giftgas aufgestiegen, ｡‥ｅＳ genugte dies Giftgas, diese Entheiligung der Sprache
und Entthronung der Wahrheit, um mich wieder wie wahrend der Kriegsjahre　vor　den
Abgrund zu　stellen.・･ ■Inmitten dieser Drohungen iind Gefahren 乱ｒ　die physische und
geistige　Existenz　eines　Dichters　deutscher　Sprache　griff　ich　zum　Rettungsmittel　aller
Kiinstler, zur Produktioii; und nahm den schon alten Plan wieder auf, der sich aber sofort
unter dem Druck des Augenblicks stark verwaりdelte. Es　gait　乱ｒ mich zweierlei: einen
geistigen Raum aufzubauenﾀ　in dem ich atmen und leben kりnnte aller Vergiftung der Welt
zum Trotz, eine Zuflucht und Burg, und zweitens den Widerstand des Geistes gegen die
barbarischen Machte zum Ausdruck zu bringen und womoglich meine Freunde driiben in
Deutschland im Widerstand und Ausharren zu starken.‘CBriefe S. 437 f.）ナチスによる言
葉の冒濤と真理の追放という作家としての脅威と危険に直面して彼は，自分が呼吸し生きることの
出来る精神的な場所を築き，野蛮な権力に対する精神の抵抗を表現し，ドイツにいる友人達の抵抗
と忍耐を強めるために創作をとりあげたのである。この点まではr東方巡礼』についても「ガラス
玉遊戯」についても共通して云えることなのであるがにこれに続く文章は「が’ラス玉遊戯」の成立
について語っていながら『東方巡礼』の運命を暗示しているようである。　。Um den Raum zu
schaffen, in ｄｅｎ！ich Zuflucht, Starkung und Lebensmut finden konnte. geniigte es nicht,
irgend eine Vergangenheit zu beschwbren und liebevoll auszumalen, wie es etwa meinem
friiheren Plan entsprochen hatte. Ich muBte, der grinsenden Gegenwart zum Trotz, das
Reich des Geistes und der Seele alsｅχistentund iiniiberwindlich sichtbar machen, so wurde
meine Dichtung zur Utopie, das Bild wurde in die Zukunft projiziert, die iible Gegenwart
in eine iiberstandene Vergangenheit gebannt.ヽUnd' zu meiner　iJberraschung entstand die
kastalische Welt wie von selbstバ(Briefe S.438.)避難所と元気づけと生きる勇気を見出し得
るような場所を作り出すためには，過去を呼びだし愛情をこめて描き出すというのでは充分ではな
く，歯をむき出している現実に逆らって精神と霊との国を存在するもの，眼に見えるものにする必
要があった，という言葉の中に我々は，Ｈ・Ｈの東方巡ﾈしとその手記とが失敗に終り，中断され，
代りにレーオが大きくクローズアップされねばならなかった理由を読みとることができるように思
われるのである。
　以上のことから，r東方巡礼』は元来「ガラス玉遊戯」として完成されるはずのものを表現すべ
く意図されたのではなかったか，という仮説をた七る/ことが出来るだろう。そのような意図のもと
に書きはじめられたのだが，選択されたモチーフに作品を形成するに足るだけの力がなかったため
に，或は，ガラス玉遊戯という新たな力強いモチ｡一フが発見されたために，途中で目的が,変更さ
れ，rガラス玉遊戯』のような作品を完成することがいか把絶望的に困難な見込みのないことであ
るか，しかも，にもかかわらずそのような試みか何皮失敗しようとも，繰り返しそれを試みること
が如何に大切な，なされなければならないことであるか，そしてその困難な試みに対して一歩でも
近づき得るにはどうしたら良いのか，自分はどのように弑みようとしたか，或は更に今後どのよう
に試みようとするのか，等々を厳格になんらの妥協なしに描き出すことが課題となり，いわば『ガ
ラス玉遊戯』成立の経緯とでもいうべき作品として完成書れることになったのである。
　このような仮説のもとに，次に我列･ま，この作品の主人公であると同時に東方巡礼記の執筆者で
あるＨ・Ｈと，彼が参加したその東方巡礼及びそめ結社，そして東方巡礼団の召使であると同時に
結社の最高幹部(der Oberste)であるＬｅｏについて更に考察を進めなければならない。
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　『東方巡礼』の主人公Ｈ・Ｈは『荒野の狼』（≪Der Steppenwolf≫）の主人公Harry Hallerが
そうであったのと同様，作者Hermann Hesse め自己一役影像である。そしてこのことは，この作
品に於ても又，『荒野の狼』の場合と同様，老年期を迎えた作者自身の晩年の課題が創作の根底に
働いていることを物語っている。それは例えば，再会したＬｅｏに今なにをしているのか，と聞かれ
たＨ・Ｈ力払,Ach, dies und ienes.　Ich tue eigentlich nicht viel, ich bin nicht mehr Jung,
ich bin auch oft krankパ（VI S. 48.)と答えるようなところに垣間見ることができるのだが，人
生の下り坂にさしかかった老いたるアウトサイダーの，老年に対する一種の焦りの混った，息づま
るような激しさはもうここにはない。その代り前に<Konjektralbiographie>から引用したよう
に，貴重な自我を再び世界の中に埋没させ，無常に直面して永遠な超時間的な秩序の中に自己を編
入するという本当の晩年の課題故に。‥・aber in Wirklichkeiti im hoheren und eigentlichen
Sinn, war dieser Zug zum Morgenlande nicht bloB der meine und nicht bloB dieser
gegenwartige, sondern es stromte dieser Zug ■■・unaufhorli･ch und ewig, er war・ ・・ nur
eine Welle im ewigen Strom der Seelen, im ewigen Heimwartsstreben der Geister nach
Morgeri) nach der Heimat.“（VI S. 14 f.)というような性質の巡礼に参加するのである。物語
はｰといってもこの作品には物語として成立｡し得るような筋というべきものがないのだが･-
Ｈ・Ｈと呼ばれる筆者が一人称で語る手記の形をとって進められる。彼はかってある結社の一員と
して自分が参加し，不幸にして失敗に終ったある空想的，非現実的な旅行-それが東方巡礼と呼
ばれているのだがｰについて，仲間の生き残りの最後の一人として記録を残すべく執筆をはじ
め，その内容がそのまゝ我々読者に示される。しかし話がいくらも進まない中に，その旅行に従者
として参加していた召使のＬｅｏという人物が行方不明になったエピソードにひっかいつ，自分の
話は一体物語り得るものであるのかという疑念に陥った筆者は，手記を中断し読者をそっちのけに
して，混乱に陥った自分の状況をせんさくし，それ以後自分のとった行動とその結果について報告
することに終始する。
　ここで興味深いことは筆者Ｈ・Ｈとその執筆中の東方巡礼の記録との間の関係が，作者Hesse
と作品との間の関係を比喩的に示している点てある。 Ｈ・Ｈの語り口ははじめからあまり自信のあ
るとはいえない調子であるが，第一章，第二章と進む中に，その自信のなさが次第に度を強め，第
二章の終りにいたっては｡Aber ich sehe> die Sache･laBt sich auf diese Weise nicht erzahlenプ
（VI S. 34.)と弱音を吐き。,Ich lege meine Feder fort, zwar mit der Absicht und Hoffnung,
morgen oder ein andresmal fortzufahren> vielmehr nochmals neu zu beginr!en, aber hinter
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sder Absicht und Hoffunng, hinter meinem ganzen unbandigen Drang nach dem Erzahlen
unsrer　Geschichte　steht　ein　todlicher　Zweifel. ･ ･・Dieser　Zweifel stellt nicht nur die
Frage : 1st deine Geschichte denn erzahlbar ？ Er stellt auch noch die Frage :ヽAfarsie denn
erlebbar ?プ（VI S. 35 f.）等と云い出して，物語ることばかりでなく，その物語る対象たる自己
の体験にまで自信が持てなくなり，第三章以下はもっぱらその間の事情のせんさくに終始して，東
方巡礼の記録は中止され，読者はいねば放り出されてしまい，筆者の「利己的な願望の目標」(ein
egoistisches Wunschziel)達成のためにだけ手記が続けられることになる。その上，はじめの一，
二章に於ては筆者はまだ作中人物らしい印象を与えているのに，物語が進み，三，四章と語られ
Ｈ・Ｈの名が読者に告げられる五章にいたっては，作中人物的な要素は脱落してしまって, Hesse
その人と区別し難くなってしまう。たｙ単に語り手が同時に主人公であったり，作者が主人公と
して登場するというような物語は別に珍らしいものではないよくあることなのだが，この物語に特
徴的なことは，自分が体験した東方巡礼についての物語を記録し，行き詰り，いかにすればそれを
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語り得るか途方にくれているようなそういう人物が主人公になつている点であるｏ彼はこの物語り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ，
　Ｌｅｏという人物についてこの物語の中で最初に語られるのは第一章も半ばを過ぎたあたりであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　・　ｔ　・　Ｊる。 。Viele unter meinen Kameraden und Vorgesetzten wurden mir sehr lieb. Aber kaum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■.　　j1　　　6einer hat, wahrend er damals scheinbar wenig ･beachtet wurde, nachher meine Erinnerung
so viel beschaftigt wie Ｌｅｏダ（VI S. 22.)この後に続いずLeoの特徴か語られるのであるが，
それはここに書かれてあるように「後になって私の記憶に」現われたものであろう。つまりＨ・Ｈ
にとって　Ｌｅｏは失跡するまではたｙの気持の良い召使でしかなかっだのが，彼が居なくなったと
たん急に大きな意味を持つようになったのである。このことは', Leoがその荷袋に入れて持ち去っ
たと考えられる結社の徊:簡句について云われるのと｡同様に，何かあるものがなくなったことかわか
ると，その瞬間それが度はずれて大切に，掌中に持っている何に恚増してなくてはならないものに
思われるという人間的な弱点を明らかにする一つの昏で畜ると云って良いだろう。だが同時にこの
Ｌｅｏの失跡は，この作品の落穂とも見られる『鳥』）I＜（Ｖ・2el≫）というMarchenに描かれてい
る, Montagsdorf地方に住んでいたと伝えられる焉変ヴな鳥のごとを我々に想起せしめる。　この
鳥について,,Uber Careno bis nach Morbio und weiteバivuBte man von ihm (dem Vogel) und
erzahlte Geschichten von ihm. Aber wie das ｏ圧sぷgeht :･ erst in neuerer Zeit, ja eigentlich
erst seit er nicht mehr da ist, hat man versucht, ganz genaue und zuverlassige Auskiinfte
ilber ihn zu bekommen. “（ＩＶＳ. 538.)と書かれ。Ｗ如ｎ in den alten Zeiten allerleiSagen iiber
ihn erzahlt wurden, so ist　er seit seinem Verschwinden selber eine Sage geworden, ‥ ・
Das alles wird einst, wenn in spateren Zeiten wieder ein Gelehrter diese Sage erforschti
vielleicht　als　Erfindung　der　Volksphantasie nachgewiesen　und　aus　den　Gesetzen　der
Mythenbildung Zug um Zug erklart werden. Denn ９ i｀St.･freilichnicht zu leugnen: iiberall
und immer wieder gibt es Wesen, die von ｄ６ andern als besonders> als hiibsch und
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ri　　φ１　１anmutig empfunden und von　manchen als ｇｕtとGeister verehrt　werden, weil　sie　an　ein
schoneres. freieres. beschwingteres Leben mahnen, als ｗiｒセsfiihren, ‥パ（IV S. 556 f.）
　（アンダーラインは筆者。以下も同様）と結論されているのを読むなら. Leoと鳥との間にはある共
通性かおり，それはここに云われる「我々が営んでいる生活より美しい，より自由な，より屈託の
「束　方　巡　礼」の　考　察　　　　　　　　（田中） ろ9
ない生活を想起させる」という性質であることを見逃すことは出来ない。　　　　　　　　　。
　そこでＬｅｏについての描写を以下に拾い出してみると，第一章では前の引用に続いて, .jDieser
unscheinbare Mann hatte etwas so Gefalliges, unaufdringlich Gewinnendes　an sich, daB
wir alle ihn liebten. Er tat seine Arbeit frohlich, sang oder pfiff meistens vor sich hin。
　　　　　　　　　　　　　-一一
war nie zu sehen, als wenn man ihn brauchte, ein idealer Diener. Aufierdem hingen alle
Tiere ihm an, beinahe immer　hatten　wir　irgendeinen　Ｈｕnd･ bei　uns, der　Leos　wegen
mitgelaufen war; er konnte Vogel zahm machen und Schmetterlinge an sich locken. Was
　　　　　　　　　　-
ihn nach dem Morgenlande zog> war sein Wunsch, nach salomonischen Schliissel die
　　　　　　　　　　　　　　　　-
Sorachen der Vogel verstehen zu lernen.“（VI S. 22.)とあり，次に第四章に登場する，住所録で
探しあてたAndreas Leo についても。,Es war eine banale Musik, aber es waren wunderbar
siiBe･ leicht und anmutig geatmete T6ne> welche dieser Pfeifer mit seinen Lippen hervor-
brachte, ungemein reinlich. wohlig und naturhaft anzuhoren wie VogeltSne.“（ⅥS. 44.)
　　　　　　　　　　　　　　　　--
９ sein Gang war von der gleichen Art wie vorher sein Pfeifen:leicht, spielerisch,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
auf bloBem Halse, der aus einem offenen blauen Hemd herauskam, htibsch und frohlich
dienend trug er seine strahlende Wiirde, demutig wie ein frommer
wehte die Gestalt die abend】iche Gasse hinab, kaum horbar, auf diinnen Sandalen oder
Turnschuhen.“（VI S. 45.)
　　｡Er ging die Gasse hinab, und wenn sein Schritt auch leicht und muhelos und jugendlich
war, er war doch abendlich, er war vom selben Klang wie die Dammerung ･ ･｡“（Ⅵ. S. 45.)
　　　　　　　　　　　　-
　｡‥・er schien bestandig sich hinzugeben, immerzu in f】iefiender, wogender Beziehung
und Gemeinschaft mit seiner Umgebung zu stehen. alles zu kennen, von alien gekaimt und
geliebt zu sein ■･｡ﾊﾟ‘（ＶＩＳ. 51.)等の描写が見られ，このＬｅｏの像は，かつて≪Knulp≫等に美
事に形象化されて表現されたHesseの理想像の一つのパターンであることが認められよう。 Knulp
は病身でもあり，又人生からはみだしたよけいものであって，召使としてpositivな生き方をする
Ｌｅｏとは人生に対する態度を異にするが，人生を遊戯と見る点て彼等は同じ血をひいており，同じ
素質を持つ兄弟である。いやKnulpばかりではない，ロ笛を美しく吹き，屈託のない歩き方をし，
周囲のものとしっくり溶け合い，皆から知られ愛される，そういう性質はその他のHesseの作品
中の人物達にもしばしば見られはしなかっただろうか。≪Peter Camenzihd≫の友人Richardや
発明狂の叔父Konrad,せむしのBoppi>≪Iris≫のヒロインIris,≪Steppenwolf≫のサキソ
フォン奏者Pabloと彼の愛人HermineやMaria,≪Narzi 6 und Goldmund≫のGoldmund
等々は皆Ｌｅｏの兄弟姉妹である。
　Ｌｅｏという人物の他の一つの特徴は，彼が召使であると同時に東方巡礼の結社の盟主でもあると
いう点にある。その描写は第五章に見られる。
　,八A^ir brachen auf, Leo ging voran･ und wieder wie vor Jahren muBte ich, wenn　ich
ihn und seinen Gang betrachtete. bewundern. was fiir ein guter, was fiir ein vollkommener
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
Diener er doch sei. Elastisch und geduldig lief er durch die Gassen, mir voraus, mir den
-
Weg zeigend, ganz Fiihrer, ganz Diener seines Auftrags, ganz Funktion.“（VI S. 55.)
　｡Wunderliche Schauer weckte der Klang　dieser sanften Stimme in rnir.･ ･ ･ leise und
friedlich war sein Gang, ･In einem feierlichen und prachtvollen Ornat wie ein Papst
stieg er durch die Reihen der Oberen zum Hohen Stuhl hinan. ･Wie eine prachtige fremde
Blume　trug　er den Glanz seines Schmuckes die Stufen empor, ‥・Sorgfaltig, demiitig,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一
oder Patriarch
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Insignien tract.“（ⅥS. 63 f.)
　･･‥・und　jetzt klang　aus dem Goldglanz seines Ornates und seines Baldachins hervor
seine Stimme so kiihl und hell und durchdringend wie die Stimme des Komturs, wenn er
im letzten Akt vor Don Juans Tiir erscheint.“（VIS. 67 f.)
　はじめの引用文は召使　Ｌｅｏが結社からの使いとしてＨ・Ｈを結社の本部へ案内するくだりのも
のであるが, Fiihrerという語が道案内人という意味で用いられながら，もう一つの意味にようて
Ｌｅｏが結社の盟主であることを暗示している。又Funktionという語は，「ガラス玉遊戯」の序章
で，カスターリェン(Kastalien)の精神生活の最高原則の一つは，個人的なものを解消させるこ
と，即ち，個性を聖職制度(Hierarchie)の機能の中記溶けこませることだと語られていること
（ＶＩＳ. 81.)を想起させる。更に二番目の引用文になると，これはもうそのまゝ遊戯名人(Magister
Ｌｕdi）の拙写であると云っても良い程で，前のFuhrer, Furiktionという語と共にＬｅｏの像は「支
配者(Regent)兼奉仕者(Diener)」であり「完全な道具」(ein vollkommenes Werkzeng) C＼1
S. 322バ）という性質を待った遊戯名人の像に著しく近づく。三番目の引用文に示されるＬｅｏの声
はr荒野の狼』が魔術劇場で闘いた不滅の人々の笑い声を想起させる(rv s .401.)。と同時にこの
第五章全体が魔術劇場に於けるHarry Haller の死刑執行の部分（（IV S. 412.)に似ていることに
思いあたらせられる。 Leo はPabloが半面Mozartでもあうたのと同様，不滅の人々の一人でも
あるのだ。このようなＬｅｏの半而は恐らくSiddharthaにはじまりPablo=MozartからNarzi B
を経てKnechtへと通じるもので，仮にこの半面をNarziS的半面と名付け，前に挙げた半面を
Goldmund的半面と呼ぶなら, NarziB的半面とG01dｕｍｎｄ的半面の綜合こそがHesseの宿願だ
ったのであり，「荒野の狼」に於て痛ましい二元の対立を認識したHesseはNarziBとGoldmund
の友情を通じてその綜合を意図したが，それも不充分に終り｡Knechtに於てようやくその実現を
見たのだということが出来よう。しかし，その試みは既にPabloにもうかがうことができるし，こ
のＬｅｏに於てもなされたのである。Ｌｅｏは薗力に，個性を聖職制度の機能の中にほとんど完全に
溶けこませることができた人物として描かれてはいる。しかし，他方に於て個人の香気と価値とを
作りあげる強い新鮮な驚嘆すべき衝動を失わずにいるような人物｡（VI S. 81.)としては充分に形象
化されていない。その意味でＬｅｏの像は未完成である。彼は語り手Ｈ・Ｈの奉仕によって完成さ
れねばならない。作者Hesse　がそれを実行して作りあげられた人物がLudi Magister Josephus
Ⅲ｡即ちJoseph Knecht である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI
　この作品は『東方巡礼』と題されているが，東方巡礼について実際に語られるのは初めの第一章
　（全体の約７分の２にあたる20頁程）のみである。第二章に入るとＬｅｏの行方不明のエピソード
が語られ，その終りの部分で。,Und nun, da ich noch kaum etwas habe erzahlen konnen,
bin ich an einer einzigen kleinen Episode, an die ich urspriinglich gar nicht gadacht hatte･
bin ich an. der Episode von Leos Verschwinden hangengeblieben.・‥“（VI S. 34.)と告白され，
物語りは中断されてしまう。この「もともと全然考えていなかったようなたった一つの小さなエピ
ソードに引っかかって」しまったという言葉は，語り手･Ｈ・Ｈの言柴というより作者　Hesse自身
の言葉ではないだろうか。そのことは例えばこのすぐ後で述べ｡られる。Und jetzt, wo ich dies
Wichtigste, oder doch etwas davon, aufzeichnen und festhahen will, ist alles nur eine
auseinanderscherbende Masse von Bildern, die sich in einem Etwas gespiegelt haben, und
dieses Etwas ist mein eigenes Ich ・ ｡ ノ（VI S. 35.)という言葉によっても裏付けられるだろう。こ
のことから,東方巡礼とはHesseの内面的な願望の幻像だと考えることが出来るだろう。そのよう
な見方をするなら，結社に所属し東方への巡礼に参加したＨ・Ｈは，この作品執筆を･通じて「ガラ
「束　方　巡　礼」の　考　察　　　　　　　　（田中）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一-
41
ス玉遊戯」のような作品によってこそはじめて完成され得るような世界を作り出そうとしている
Hesse自身であり，結社とは「敬虔な魂」を持って「来るべき精神政治の国」への突進を行おうと
する者速，即ち詩人やその作中人物速の,。目には見えない連休意識のことであり，その東方巡礼が
目指す精神政治の国とは，前に引用したPanwitz宛の手紙に述べられるようなUtopiaのことで
ある｡｡■ ■■daB wir ja nicht nur durch Raume wanderten) sondern ganz ebenso durch Zeiten.“
（ⅥS. 23.)という言葉や。・■ ■unser Morgenland war ja nicht nur　ein　Land　und etwas 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●Geographisches. sondern es war die　Heimat und Jugend der Seele, es war das　Uberall
und Nirgends; war das Einswerden aller Zeiten.“（ⅥS. 24.)という言葉，それにこの東方巡
礼の参加者であるHesseが敬愛する多数の詩人達やその作中人物の名前はこれを襄付けるもの
である。≪Eine Bibliothek der Weltliteratur≫に示されるように古今東西の文学作品に親し
み，その作者や主人公に共鳴し，そういった様々な人達の理想とするところが外見上は種々な相違
こそあれ奥深いところで同一のものに根差していることを悟り，創作という孤独な作業に従事しな
がらも，絶えずその連休意識に力づけられ，慰めを見出している詩人Hesse　の姿をここに見るこ
とか出来る。
　しかし物語は中断される。「こういう方法ではこの話は語れない」（VI S. 34.)のである。それ
は恐らく東方巡礼というこのモチーフにそれだけの内容を展開するに足るだけの力がないことを思
い知らされたHesseの悲痛な叫びである。そして又，この作品を「|白|分の生活に意味を取り戻すこ
とによって生活を救おうと」(VI S . 43.)する「自分の利己的な願望」（VI S. 42.)のために書い
ていることに気付いたHesseの深い反省でもある。死の病(Morbio Inferiore)の谷での　Leo
の失跡はHesseのこの絶望の表現である。信じることを通してのみ成立し得る「結社」及びその
「東方巡礼」はほんの些細な疑念によって，たゞそれだけで崩壊してしまうということがここに示
される。　。Erst spater, als ich diesen traurigen Glauben verloren hatte und alien moglichen
Meinungen zuganglich geworden war, sah ich ein, was ich an meinem Glauben besessen
hatteパ（VI S. 34.)
　しかしここで当然。Aber auf welche･Weise wohl lieBe sie sich erzahlerii diese Geschichte
einer einzigartigen　Reise, einer einzigartigen　Seelengemeinschaft, eines　so　wunderbar
erhehten und beseelten Lebens ?”（VI S. 34.)という問が湧き起ってきて，その結果物語りは途
中から目標を変更して，何故東方巡礼の記録執筆が失敗に終ったのかについて厳しい反省がなされ
ると共に，物語り得ない話を物語り得るものにするにはどうしたら良いかについて考察が加えられ
ることになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vn
　以上IV・Ｖ・VIで考察してきたことから，ｍで,たてた仮説はほｙ実証されたものと思う。その仮
説は「『東方巡礼』ぱいねば『ガラス玉遊戯』成立の経緯を記した作品である」というものであった
が，『ガラス玉遊戯』という作品がHesseの生涯の創作活動の集大成をなす作品であることを考
えるなら，これを「『東方巡礼』はHesseのこれまでの自己の創作活動に対する反省と新たなる創
作態度の決憲を表現した作品である」と言い換えることが出来よう。晩年を迎えたHesseはこの
作品の執筆を通じて，自己の文学に対する関係に再検討を加え，自分か真に「詩人」(Dichter)で
あり得るのか，厳密な意味で自分は詩作品を創作し得るのか，否，何如にすれば真の詩作品を創作
し得るのかを問わざるを得なかったのである。その意味で，東方巡礼とは13才で詩人になることを
決意し，ひたすらEigensinnの示す道を求めてきたHesse　の詩人としての生涯の歩みそのもの
であると言うことが出来るだろう。
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